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要 旨 1970年代以降の建築はそれまでの構造主義から 装飾のある “ポスト ・ モダン" の建築へと

移行した。 このポスト ・ モダン建築はまだ一つのスタイルとしてまとめられてはおらず， 設計者それぞ

れの考え方による多様化が見られる。 そして構造主義の時代とは異なり シェノレターとしての “構造"

とインテリアの “生活空間" とをつなげるものとして， 装飾が見直されている。 そこで特に建築とイン

テリアを一体化させる装飾手法について， 1920年代に流行した「アール ・ デコ様式Jについて注目し

その手法について分析を行った。 その結果アール ・ デコの様式とは， 機械社会を反映して様々なインテ

リアエレメントについての装飾を行い， 更に日本の現代建築にも， アール ・ デコの特徴を今日的なデザ

インに活かした有効な展開が成されていた。 これによりアール ・ デコのスタイルは， 現代の建築空間に

対応のできるインテリアパターンとして， 無限の可能性を内包していることが認識された。

I は じ め に

建築には安全性・効率性・快適性・個性・が

求められ， それぞれの機能を調節し， 物理的，

心理的に充実させるのは難しいとされている。

物理的な条件に重点を置いた機能主義の建築

は， 1940年代以降のインターナショナノレスタイ

ル(近代建築 ) に代表されるように， 装飾を否

定し鉄， ガラス， コンクリートによる建築で潤

いに乏しい。

しかし70年代以降の建築は， 機能や構造をス

トレートに表現するだけでなく， 個性を主張す

るようになっていった。 社会の要求する機能を

率直に表現することが， 建築の役割ではない，

と考え “ポスト・モダン" の出現となる。 ジョ

ン・M・ディクソンはポスト・ モ夕、、ンとは「過

去の伝統によってデザインし， 古典主義や地方
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性を持った建築用語を応用し， 再構成するも

のJl)と表現している。 それは装飾のあるスタ

イルが注目されるようになったlつの要因であ

ろう。 だが80年代では， オブジェのような建築

が乱立し， デザインの文化は乱消費を繰り返し

ただけで、あったと言う見方もある2)。 まだポス

ト・ モダンは準備期間であって， 1 つのスタイ

ルとしては， まとめ上げられてはいない。 その

中で「アール・デコ」のスタイルは再評価され，

ポスト・ モダンのlつの傾向だと見られてい

る。

人々は建築生聞に， 何か心を和ませる要素を

求めるようになり， それには建築とインテリア

をつなげるデ、ザインが必要であると思われる。

そこで， 建築の心理的条件を満足させる要因

の， 1 つにある「審美性jについてまとめるこ

ととし， 特に建築とインテワアを一体化させる

装飾手法として， 1920年代に流行した「アーノレ

・デコ様式」 に注居することとした。 アール・

デコ様式は， 装飾を様々なインテリアエレメ



ントに行った最後の様式といわれているため，

この様式についての分析を行うことは， 今後の

建築空間におけるインテリアデザインを考えて

いくためには， 有効であると思われる。

はじめに「アール・デコ様式jの特徴を把握

し， それらが， 建築とインテリアにどの様に関

わって形成されていたかについて考察を行う。

更に， 最近の現代建築でのアール・デコ表現に

ついてを分析し， アール・デコの利便性と今後

の展望について検討を行う。

E アーJt..・ヂコ様式の装飾について

1. 時代背景

アール・デコという語は， もともとフランス

語のデコラティーフの省略した形で， 装飾美術

とし、う意味であり， 1920年代のフランスを中心

とした装飾美術の様式のことである。 そして特

に 1925 年にパリで開催された， I現代装飾美術

・産業美術国際博覧会Jの中心的なデザイン傾

向であり， この博覧会で確立されたと言われて

いる。

この時代は 2 つの大戦に挟まれた僅かな期間

であったが， アール・デコは世界的に広範聞に

普及をした。 その理由は， 時代背景によるとこ

ろが大きいと考えられている。 この頃は都市環

境が殆ど整備され， 今日の都市生活のスタイル

が確立されてきていた。 1918年に， ニューヨー

クでは都市交通が発達し， 自動車の激増によ

り， I三色交通信号機」が登場している。 20年

代になると， 豪華な客船のインテリアにアール

・デコ様式の精華がみられる。 そして飛行機の

利用ともあいまって， 人々は世界中に繰り出し

ていった。 更に印刷技術が発達し， 人工染料の

使用によりカラフルに， そして複製化し， 新

聞， ラジ オなどによって増幅され， 芸術は一部

の人々のものだけでなく， 大衆芸術となってい

ったのである。

2. 装飾の特徴

アール・デコ様式の文様は， I記号化J I単純

化JI直線的Jであり， モチーフは， I同心円」

「太陽光JI電光JIジグザグ形Jなどが特徴で

ある(図 1 )。 それは， 飛行機の翼や， 機械の

禽車， 自動車のエンジンなどに題材を求めた為

である。 アメ リカでは特にこの傾向が顕著であ

った。 例えば， ニューヨークのクライスラーピ

ノレ(図 2) の塔の円を重ねた装飾は， クライス

ラー自動車のラジエーターのデザインがモチー

フである。 そしてエレベーターの扉にも特徴が

伺え る(図 3 )。 他にもチャニン・ ビルやエン

パイヤー・ステートピル等にもみられ， 時代の

先端を行く企業がアール・デコ様式の建築を造

り， 言わばピジネスの為の様相が濃かった。 こ

のような傾向は， 工業化してし、く時代の中で，

必然的な芸術の流れであった。

しかし， アール・デコの装飾は単に “工業化

の波に左右された装飾" ではなく， 古いものを

見直し， そこに新しい要素を見出だすことによ

り， 再び世に送り出す， とし、う側面があった。

例えば， 文様の特徴である「ジグザグ形」は，

この時代に発見された古美術の 中に見られた

形， 特にマヤやアステカの美術や， 古代エジプ

トなどにあった階段状の文様から大きな影響を

受けている。 前の項で、ふれた， クライスラーピ

ルのエレベーターの扉も， 古代エジプトのノミピ

ルスの花を側面から現わし， その下方にはパピ

ルスの芽がデザインされている。 このようにし

て， アール・デコ以前の， 酪線の優しさを求め

ていた頃では注目されなかったであ ろう文様

が， 芸術としての新たな表現を得ることができ

ている。

次に， 色彩についてだが， それには， アール

・デコには二つのデザイン的傾向があった。 一

つは「装飾的アール・デコJ， もう一つは「 モ

夕、、ン アール・デコ」である。

前者は装飾性を残し， 手工業を重視したもの

であり， 色彩は明快な原色で対比的に使われ，

色彩美を打ち出していた。 (色彩美についてで

あるが， 最も大きな影響と言われているのが，

ディアギレフに率いられたロシア・パレニL団の

舞台と衣装であった。 そして， ピカソ， マティ

ス， マリーローランサンまでもが， ディアキレ

( 314 ) 
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国1 夏用力一ペット(1929年頃)

図 2 íク ライスラ一・ ピルJ外観(1928'""30年)

図 3 íク ライスラー・ ビルJエレベーター扉

(1928'""30年)
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図 4 íスリンゲチェア」ル ・ コルビジェ(1928年)

フのロシア ・ パレェ団のデザインを手掛けてい

る。 そして更に， 東洋の研究によるポアレの色

彩や， アール ・ デコ時代の最も優れた色彩家と

いわれる， ロシアのソニア ・ ドローネの影響が

大きい。 )

後者の「 モダン アール ・ デコJであるが，

前者に対して批判的な考えを持ち， さらに近代

的な造形を追求した。 黒の利用や， 銀， クロー

ムメ ッキなどの金属色による， 無機的な表現で

あった。 このモダニズムの考えはドイツで始ま

り， 特にフランスの建築家ル・コル ビュジェら

の， 鋼管等の新素材をもちいた椅子(図的の

様な， ハイテク調の家具を生み出した。 この様

な考え方は， 1930年代のアール ・ デコ後期のテ

ーマとなり， 完全な「 モダンデザインJへと変

換していくのである。

以上の特徴に加えて， キュピズムや構成主

義， が混ざりあい， アール・デコのスタイノレが

形作られた。

3. 家具およびインテリアの特徴

この時代パリでは， 家具の見本市が多数開か

れ， インテリアへの関心が急速に高まってい

た。 現代生活における便利な道具は， この頃作

られたものが多く， 生活のテンポは速くなり，

度々農示会が関かれる必要性があった。 百貨庖

でも手頃な値段でアール ・ デコの家具が購入で



霞5 ヱミール ・ ジャック ・ 1)ュマン デザイン

机， キャ ピネット(1918年)

椅子(1918�28年)

図 6 漆家具 ジャン ・ デコナン デザイン

(1925年頃)

きるようになっている。

家具の領向も二つに分けられる。 エミール・

ジャック・リュマン(図 5) やジャン・デュナ

ンといった職人的な傾向と， 前の項で述べたよ

うにル ・ コルピュジェらの， 金属， プラスチッ

クの使用による大量生産と構成主義のデザイン

である。 特にジャン ・ デュナンやアイリーン・

グレイは， 日本の漆職人を呼び寄せ， 優れた技

術によって見事な作品を残している。 今日でも

漆による界風等は， ジャパネスクなどと呼ばれ

西欧のインテリアに使用される事も多く， この

頃も擾れた作品が多数作られていた(図 的。

更にインテリアの構成に見られる， 簡素なフォ

ルムや， 家具の少量化， 壁の余白なども， 日本
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の影響であったようだ(園7)。 なおこれらの

職人的な家具は， 家具職人の伝統的な技術を知

る， 最後の作品だと言われ， 保存する価値が高

いと言われている3)。 アール ・ デコの家具の特

徴を簡単に述べてみると， 新しい素材を組み合

わせたり， 直線的で明快なフォルムであるとい

える。

なお当時のインテリアを寝間見るには， いく

つかの方法があるが， アメ リカのアール ・ デコ

に関して言えば， ハリウッド映画で、優れたデザ

インが実演されていた。 アメ リカでは， ハリウ

ッド映画によって， アール ・ デコが大衆に普及

したとも言われているため， アート ・ ディレク

ターは， 映画のセットにはリアルなものを主張

し自らが， 壁紙， 家具， テキスタイルのデザイ

ンをも手掛けていたので、ある。 その為， 統一の

とれた豪華な空間が出来上がり， アール ・ デコ

の特徴が随所に見られる(図 的。

一方， 金属の使用については， 機能主義によ

るインテリアだけではなく， “手工業的な装飾"

も作り出している。 そしてクロームメ ッキやエ

ナメ ルを吹き付けた， ブロンズ風のランプや，

ブックエンドなどの中には， 大量に鋳造された

ものもあり， 人々に装飾的なものを安価に手に

入れられるために役立つ， という面もあった。

さらに大衆に浸透した理由をもう一つ付け加え

るならば， “ギャルソンダ' が流行し， 新しい

女性のユニセックス的な感性が溢れていたこと

である。 関9 は小物類を売る!苫であるが， 木の

葉や枝のモチーフはアーノレ・ ヌーヴォーの曲線

と， アール ・ デコの直線の中間を意識させ， 女

性的で優雅な中にもアール ・ デコの モダン・デ

ザインが浸透していたことがわかる。

覇 1920年前後の建築家のインテリ ア

前項までで， アーノレ・デコの要素については

大まかにまとめたが， 更に， この時代の建築家

のインテリアについて述べてみたい。

1920年前後は， 建築家であると共にインテワ

アデザイナーでもあった建築家が多い。 特にア
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�7 エリック ・ パッゲ デザインのベッドルーム

(1930年)

図 8 映画「へア ・ チェイサ-Jセット

(1930年代)

図 9 小物類を売る庖(1920年頃)
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図10 I口パート ・ ルウェリン ・ ライト邸J外観

(1953年)

図11 Iロパート ・ ルウヱリン ・ ライト部J居間

(1953年)

関12 I帝国ホテル」ディテール(1922年)



メ リカのフランク ・ロイド・ライトt土アーノレ・

デコに影響を及ぼしたと言われる。 ライトはア

ール・ ヌーヴォ一時代から活薩を始めたのだ

が， ライトのデザインには， 自由曲線の傾向は

見られず， むし ろ幾何学的霞線による構成でモ

ダンな感じを与える。 その後ヨーロッパの作家

達にも影響を与え た。 ライト自身も1 9 09 年~

1 911年にかけてヨーロッパに滞在した折， キュ

ピズム等の刺激を受け， 正円を主要 モチーフに

したと言われている。 そして円と誼線の構成を

次々に展開した。 この傾向は， 今はもう存在しな

い， wミッドウェイ・ ガーデン�(1914年) の椅

子や壁繭， w帝国ホテル�(1922年)の血， そし

て1953年， 息子の二軒の家のデザインまで続い

ている。 その一つ『ロパート・ルウェリン・ラ

イト邸Jでは， 外観(図1 0) の曲面がテラスの

形態にも影響を及ぼし， 更に， 暖炉・カーペッ

ト・家具， それらすべてに同ーモチーフを使用

している(図11)。 円という単純なフォルムな

がらも連続性があり， 構造と家具とインテリア

が一体に表現されている。

ライトの建築で最もアール・デコ的なもの

は， wミッドウェイ・ ガーデン』と1922年に日

本で完成させた『帝国ホテル』といわれてい

る5)。 双方とも1 91 0年代のデザインであるた

め， アール・デコに先駆していると言われる理

由である。 『帝国ホテル』で六角形を モチーフ

にしたインテリアデザインと家具の製作を試

み， それらに円を組み合わせて， 盟， カップに

至までデザインを行っている。 その壁画装飾や

柱の装飾には， アメ リカのアール・デコの特徴

であった， マヤやアステカ等の， 建築装飾の影

響もみることができる(図12)。

同時代の他の建築家の中では， ウィーン工房

のヨーゼフ・ホフマンや， グラスゴ一派のチャ

ールズ・レーニー・マッキントッシュ， が有名

であるが， 彼等はライトに比べると， 有機的装

飾の傾向がつよい。

ヨーゼフ・ホフマンは， 家具， テキスタイル

デザインを中心に活動したが， 代表作の『グー

ンレイ邸』では， 生活の芸術化と， 用と美のー
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体化を計っていた。

マッキントッシュは， アール・ ヌーヴォーの

デザイナーとしてみられているが， 彼の表現方

法は， アーノレ・デコに極めて近い。 彼は装飾で

監を埋め尽くすことはせず， 誼線を基本にした

デザイナーであった。 家具を大衆向けに販売す

る為のデザインはしなかったが， 彼の家具に対

する考え方は， 家具はその空間に対しての置き

場所が決まっており， そこに置くことで空間が

生き， またその空間によって家具の魅力が表現

されると考えていた。

彼が設計した個人住宅の中で， 最も美しいと

されているのは， wヒル・ ハウス』である。 図

13は寝室であるが， パースからも分かるよう

に， それぞれに特徴を持たせながらも計算され

て構成されていることがわかる。 右下の様に家

具を抽出してみると， ここでの装飾は， 図案化

した花で， 壁の飾り， カーテン， ソファーの張

地， ランプシェードなどをデザインし， ベッド

や， ワードロープ， 椅子には， 格子のパターン

を使用し， 形と色に統一感を持たせながら， 装

飾の合理性によって， 簡素で軽やかなデザイン

に仕上げた。

以上の例を見ると， 彼等の考えは， 装飾は単

なる飾りではなく， そこに役割と価値を見出だ

していることが分かる。 更に建築と装飾の一貫

性を幾何学的なフォルムや， 抽象的な表現によ

って保とうとしていた。

N 日本における アール ・デコ

1. 1920年前後のアー)� .デコ

アール・デコ博のあった年(1925年) は大正

14年である。

その頃の日本は第一次世界大戦の戦時景気を

おえて不況下にあった。 博覧会には辛うじて参

加はしたものの， 日本のパピリオンは純日本趣

味のものであった。 アール・デコの影響は手工

業の世界ではあったものの， 建築界ではほとん

ど無関心であったため， 最近までその造形に対

して注目はされていなかった。
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圃目
関13 rヒル・ ハウスJ寝室パース・ 平面 図・ 家具図(1903年)

しかし幾何学的な造型を押し進めていたオフ

ィスピ、ルの造形には， アール ・ デコ的要素も見

られる。 内幸町にある『大阪ピル』の一号館

(1927年)二号館(1931年)や， W日比谷公会堂』

(1929年)等である。

だが目黒にあるWI日朝香宮邸�( 1933年)だ

けは， 博覧会を見学し大きな感銘を受けていた

朝香宮夫妻によって， アール ・ デコの館がつく

られたので、ある。 設計は博覧会で副会長も勤め

たアンリ ・ ラパンと， 宮内省匠寮の後藤要吉と

北村耕造であった。 工芸品はパワで製作された

が， この建物はまさに和風アール ・ デコとして

貴重な存在となっている。

また， 歴史的建造物の保存と再生ということ

で， 今年横浜の『ホテルニューグランドJが，

オリジナル形態に戻すことをテーマにし， 1927 

年当時の姿に近づけて新生された。 1927年創立

の為， 日本のアール ・ デコのはしりであったか

もしれない。 新館にもアール ・ デコを思わせる
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関14 横浜駅ビjレ エレベーターホール

(1988年改装)

造形もみられ， 新しい展開も試みられている。

2. 現代建築にみるアー)1.-・ヂコ

アール ・ デコはポスト ・ モダンの源流のlつ

だと言われ， 最近では様々に展開されている。



図15 ホテル「ルネサンス長崎J(1991年)

図16 朝司ウッドテック 床材

特に公共的な場所に多く， ホテルやショッピン

グ モール等にはよく応用されている。

たとえば， ショッピング施設のエントランス

部分や通路， エレベーターホーノレに， こぞって

幾何学柄を使用したアール ・ デコ風なものを，

いくつか見ることができる。 図14は横浜駅にあ

るショッピングモールのエレベーターホールで

あるが， 扉の周りの飾りや顛拐などに， アール

・ デコ的要素が見られ遊びを感じさせる。 これ

らはリニューアルによってアーノレ ・ デコを意識

したデザインに変わるところも多い。 この様な
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図17 ホテル「ザ・ マンハッタンJ外観(1991年)

場所に使用されているそチーフの多くは， 図15

の様な「平行四方体Jを重ねたような形態や，

多角形を組み合わせたものが多い。 これらはホ

ール床面の中心部や天井部に多く見られる。 こ

れらの文様の事を藤森照信氏はアール ・ デコの

鉱物的な造形と表現し， アーノレ ・ ヌーヴォーの

植物的な造形からの近代の装飾デザインの流れ

としている5)。

材料の面から見ると， 現在床材としては様々

なデザインに対応できる技術が発達している。

カーペットもコンピューターで図柄を制作し一

枚柄の製品も自在にできる。 板材も図16の様に

組み合わせによってアール ・ デコの文様も容易

につくれるようになった。 このような背景によ

り， 短い工期でも装飾性のある文様を施すこと

ができるようになったことも， アール ・ デコの

取り入れ易さにつながっていると思われる。

一方ホテルでは， 一つのモチーフを取り上げ

るだけにとどまらず， トータルにアール ・ デコ

を感じさせるインテリアを演出している。 たと

えば， 1991年10月に千葉の幕張に開業したホテ

ル『ザ ・ マンハッタンJはデザイン主旨を “高

揚させる空間" “し、つまでも輝きを失うことの

ない建築" とし， その範をアメ リカ黄金期のア

ール ・ デコに求めた。 そして， その造形精神を



建築空間に対応したインテリアパターン

図18 木テル「ザ・ マンハッタンJ門扉(1991年)

学び， 新に今自のヂザインをつくりあげてい

る4)。 ハリウッドを思わせるシンボリックな外

観(図17)や， 三三角の幾何学パターンをはめ込

んだ門扉(図18)， アール ・ デコの漆の家具を

ディスプレイしたホール， そして特にl階のレ

ストランでは， カーペットの柄は 7色でまとめ

られ， 大きな動きを表現し， 照明， 椅子， ナプ

キンもアール ・ デコでまとめられ特徴がよく出

ている(図19)。 他にもホテルなどのホ ワイエ

にみる階段状の天井や， またはゴ、ルフ場などの

クラブハウスのラウンジやレストランにみる，

幾何学柄のカーペットや窓ガラスの枠の装飾な

ど， 随所にアール ・ デコの特徴が見られること

が多い。

最近このような施設の設計では， 外国の業者

が参加することも多くなり， 今までのシティー

ホテルとは違い， それぞれのホテルのコンセプ

トを明確にした， 特徴あるインテリアづくりを

心掛けた施設が多くなってきた。 その中でアー

ル ・ デコの果たす役割は海外からの利用者にも

なじみやすい装飾として有効だと思われる。

以上の様な人の大勢集まる場所では， アール

・ デコの記号的な装飾などは， 人の行動を方向

づけるのに役立ち， また， 待ち合わせ場所にな

るような人のたまる所では， 百と心を和ませる

装飾として利用される価値が高い。 これらは決
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図19 ホテル「ザ・ マンハッタンJ lFレストラン

(1991年)

して， 圧倒されるような重い装飾ではなく， 簡

素にまとめられ， 人の動きのリズムに合うよう

に施されている。

アーノレ・デコの装飾は， 様々な要素が重なり

あってリズムをつくり， 空間と時間を感じさせ

る。 それは現代社会と共通した部分で、ある。 佐

野敬彦氏によると， アーノレ ・ デコ再評価の理由

は， rデザインは製品の為にあるのではなく，

装飾は精神的象徴を担ったものである。 アール

・ デコの時代は， 今日に最も近く豊かなアイデ

ィアの宝庫」であると述べている6)。

V ま と め

アーノレ ・ デコ様式を建築及びインテワアに利

用することは以下の点で有効だと思われる。

・表現の簡略化により抽象的でインパクトのあ

る表現が可能になること。

・i[関応性に富み， 状況に合わせたデザインを行

いやすい。

・幾何学的な構成であるため， 建築と一体化さ

せるための建築的要素を考慮したデザインが

行いやすい。

建築は本来， 幾何学的な構成を持つものであ

る。 そのため， 現代の建築装飾としてアール ・



デコ様式を利用することは， 単なる懐古趣味だ

けではなく， 建築とインテリアを一体化するパ

ターンの 1 つとして， 効果的であると評価して

いる。 そして， 建築と一体化させたインテリア

デザインは， 豪華さを感じさせる空間を作りだ

し， 人々に精神的満足感をあたえる大きな要因

となると思われる。 しかもそれは建築に， 応用

芸術でありながらも純粋芸術的役割を持たせる

こととなり， 作者の考えを明確に表現する有効

な手段になるとも言えるであろう。 これにより

アール ・ デコ， 及び幾何学パターンでの表現に

無限の可能性を認識する事がで、きた。
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